
　

黄
土
高
原
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

我
々
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
想
起

す
る
だ
ろ
う
か
。
国
際
的
に
も
広
く
知

ら
れ
て
い
る
陳
凱
歌
監
督
の
映
画
「
黄

土
地
（
邦
題
：
黄
色
い
大
地
）」
に
登

場
す
る
、
岩
山
に
掘
ら
れ
た
横
穴
式
の

住
居
（
窑ヤ

オ

洞ト
ン

）
に
住
む
毛
沢
東
時
代
の

貧
し
い
人
々
、
腰
鼓
舞
と
呼
ば
れ
る
壮

大
な
雨
乞
い
の
群
舞
を
連
想
す
る
読
者

も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
黄
土
高
原
は

毎
年
春
先
に
日
本
に
飛
来
す
る
黄
砂
の

発
生
源
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
二
〇
一

二
年
三
月
に
テ
レ
ビ
で
流
れ
た
、
甘
粛

省
で
発
生
し
た
大
規
模
な
砂
嵐
が
周
辺

の
町
に
迫
り
来
る
映
像
も
記
憶
に
新
し

い
。
近
年
黄
土
高
原
は
中
国
の
環
境
破

壊
と
貧
困
の
代
名
詞
と
し
て
、
広
く
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
二
〇
一

二
年
秋
と
翌
年
春
に
筆
者
が
中
国
西
北

部
の
陝
西
省
関
中
平
原
、
甘
粛
省
白
銀

市
で
行
っ
た
現
地
調
査
に
基
づ
き
、
黄

土
高
原
に
お
け
る
環
境
問
題
と
貧
困
の

現
状
、
政
府
や
地
域
住
民
の
対
応
に
つ

い
て
、
水
資
源
不
足
へ
の
対
応
を
中
心

に
紹
介
し
た
い
。

●
黄
土
高
原
の
範
囲
と
特
徴

　

黄
土
高
原
は
中
国
西
北
部
、
黄
河
の

上
流
部
に
位
置
す
る
。
一
般
的
に
、
二

百
数
十
万
年
前
の
新
第
三
紀
以
降
タ
ク

ラ
マ
カ
ン
砂
漠
な
ど
か
ら
吹
き
上
げ
ら

れ
た
砂
塵
の
堆
積
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

黄
土
層
に
覆
わ
れ
、
高
原
状
の
地
形
を

有
す
る
地
域
を
指
す
（
図
1
）。
東
は

太
行
山
脈
、
西
は
賀
蘭
山
脈
、
南
は
秦

嶺
山
脈
、
北
は
陰
山
山
脈
に
囲
ま
れ
て

お
り
、
山
西
省
全
域
、
陝
西
省
北
・
中

部
、
甘
粛
省
中
・
南
部
、
寧
夏
回
族
自

治
区
南
部
、
青
海
省
東
北
部
、
河
南
省

西
北
部
、
内
蒙
古
自
治
区
南
部
お
よ
び

河
北
省
の
一
部
が
含
ま
れ
、
中
国
総
面

積
の
六
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。
年
間

降
水
量
は
西
北
部
で
一
五
〇
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
、
比
較
的
多
い
南
部
で
も
六
〇
〇

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
自
然
条
件
、
特
に
水
資
源

の
不
足
が
経
済
成
長
の
制
約
要
因
と
な

り
、
中
国
に
お
け
る
最
貧
困
地
域
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

黄
土
（
レ
ス
、lo

ess

と
も
）
は
砂

よ
り
も
さ
ら
に
細
か
い
シ
ル
ト
と
呼
ば

れ
る
粒
子
か
ら
成
り
、
淡
黄
色
〜
褐
色

で
鉱
物
を
多
く
含
む
。
黄
土
の
厚
さ
は

五
〇
〜
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す

る
。
乾
燥
し
て
い
る
時
は
非
常
に
強
固

だ
が
、
降
雨
な
ど
で
一
旦
水
分
に
触
れ

る
と
容
易
に
流
出
す
る
と
い
う
性
質
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
黄
土
高
原
は
中
国

で
も
最
も
土
壌
浸
食
が
著
し
い
地
域
と

な
っ
て
い
る
。
地
形
や
侵
食
の
程
度
に

よ
り
、
人
々
の
生
活
様
式
も
異
な
る
。

黄
土
高
原
の
地
形
を
表
現
す
る
言
葉
に

は
「
塬

ユ
ア
ン

」（tab
lelan

d

）、「

梁
リ
ャ
ン

」

（rid
ge

）、「
峁マ

オ

」（h
ill

）
の
三
種
類
が

あ
る
（
参
考
文
献
①
、
写
真
1
）。

「
塬
」
は
テ
ー
ブ
ル
状
の
平
地
に
巨
大

な
爪
で
引
っ
か
い
た
よ
う
な
侵
食
溝
が

刻
ま
れ
た
地
形
で
、
黄
土
高
原
地
域
の

主
要
な
農
地
や
放
牧
地
は
こ
の
地
形
上

に
分
布
し
て
い
る
。
さ
ら
に
侵
食
が
進

行
し
、
稜
線
の
部
分
の
み
が
背
骨
の
よ

う
に
細
長
く
残
っ
た
状
態
が
「
梁
」、

台
地
の
周
囲
が
削
り
取
ら
れ
、
ま
る
で

大
き
な
饅マ
ン

頭ト
ウ

の
よ
う
な
滑
ら
か
な
小
山

が
延
々
と
続
く
地
形
は
「
峁
」
と
呼
ば

れ
、
耕
作
に
は
適
さ
な
い
。

●
作
り
出
さ
れ
た
貧
困

　

司
馬
遷
の
「
史
記
」
に
よ
れ
ば
、
殷

王
朝
（
紀
元
前
一
七
〜
紀
元
前
一
一
世

紀
頃
）
時
代
の
黄
土
高
原
は
現
在
よ
り

温
暖
で
豊
か
な
原
生
林
や
草
原
に
覆
わ

れ
て
い
た
と
い
う
。
一
説
に
よ
れ
ば
ア

ジ
ア
ゾ
ウ
な
ど
の
大
型
動
物
も
生
息

し
、
黄
河
の
水
も
清
く
澄
ん
で
い
た
。

い
つ
頃
か
ら
乾
燥
化
し
、
現
在
の
よ
う

な
厳
し
い
自
然
条
件
に
直
面
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
歴
史
学
者
の

史
念
海
に
よ
れ
ば
、
関
中
平
原
に
都
の

お
か
れ
た
前
漢
（
紀
元
前
二
〇
二
年
〜

紀
元
後
八
年
）
頃
か
ら
人
口
増
加
と
農

業
の
拡
大
、
森
林
の
伐
採
に
よ
り
生
態

環
境
の
破
壊
が
始
ま
り
、
土
壌
浸
食
に

よ
っ
て
黄
河
も
黄
色
く
濁
り
始
め
た
。

後
漢
、
南
北
朝
時
代
は
寒
冷
化
と
遊
牧

民
の
南
下
の
影
響
に
よ
り
農
業
が
後
退

し
一
時
的
に
環
境
悪
化
は
停
止
す
る

山
田
七
絵

黄
土
高
原
の
村
々
に
お
け
る
水
資
源
問
題

特 

集 

生
態
危
機
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

― 

フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

―
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が
、
唐
代
以
降
、
特
に
明
清
代
に
か
け

て
長
城
の
南
側
を
中
心
に
入
植
と
開
墾

が
進
め
ら
れ
、
現
在
の
よ
う
な
荒
涼
と

し
た
景
観
と
な
っ
た
（
参
考
文
献
②
）。

　

現
在
の
深
刻
な
砂
漠
化
や
土
壌
浸
食

の
直
接
的
な
原
因
は
、
新
中
国
成
立
以

降
の
人
口
増
加
と
食
糧
増
産
を
目
的
と

し
た
急
速
な
農
地
拡
大
に
あ
る
。
現
在

で
も
傾
斜
地
に
等
高
線
状
に
刻
ま
れ
た

段
々
畑
の
跡
を
あ
ち
こ
ち
で
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
耕
作

条
件
の
悪
い
傾
斜
地
で
の
農
地
拡
大
に

よ
っ
て
土
壌
浸
食
は
加
速
し
た
。
一
九

九
〇
年
代
末
に
始
ま
っ
た
退
耕
還
林
政

策
に
よ
っ
て
、
傾
斜
地
の
多
く
は
す
で

に
耕
作
を
停
止
し
植
林
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
黄
土
高
原
の
環
境

は
人
為
的
に
破
壊
さ
れ
て
き
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　

黄
土
高
原
で
は
天
水
依
存
の
生
産
性

の
低
い
農
業
が
耕
地
の
拡
大
を
も
た
ら

し
、
そ
の
結
果
森
林
破
壊
や
土
壌
流
失

を
激
化
さ
せ
、
限
ら
れ
た
耕
地
の
流
出

に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
食
料
の
欠
乏
を
招

く
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。
日

本
に
お
け
る
中
国
の
生
態
環
境
史
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
上
田
信
氏
は
、
黄

土
高
原
の
最
貧
困
地
域
の
村
々
で
の
観

察
か
ら
、「
貧
困
と
は
何
か
が
欠
乏
し

て
い
る
と
い
う
状
態
な
の
で
は
な
く
、

自
壊
す
る
要
素
を
含
ん
だ
生
活
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
な
の
で
は
な
い
か
」（
参
考

文
献
③
）
と
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。

　

慢
性
的
な
水
不
足
に
加
え
、
近
年
干

ば
つ
の
発
生
頻
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

図
2
は
一
九
五
〇
年
〜
二
〇
一
〇
年
の

中
国
に
お
け
る
干
ば
つ
の
発

生
と
農
業
へ
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
る
。
一
九

九
〇
年
代
以
降
干
ば
つ
の
発

生
頻
度
が
高
ま
り
、
二
〇
〇

〇
年
代
以
降
は
糧
食
の
損
害

量
も
増
加
し
被
害
が
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。
一
方
、
飲
用
水
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
困
難
な
人
口
、
家

畜
頭
数
は
一
九
九
一
〜
二
〇

一
一
年
の
平
均
で
毎
年
そ
れ

ぞ
れ
二
七
八
〇
万
九
〇
〇
〇

人
、
二
一
二
八
万
六
〇
〇
〇

頭
発
生
し
て
い
る
。
一
九
九

〇
年
代
中
盤
以
降
や
や
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
要
因

の
ひ
と
つ
と
し
て
同
時
期
に

行
わ
れ
て
き
た
政
策
的
な
供

水
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
考
え
ら
れ
る
。

　

趙
ら
は
全
国
二
八
省
・
自
治
区
の
一

九
五
一
〜
二
〇
〇
七
年
の
デ
ー
タ
を
用

い
て
、
干
ば
つ
に
よ
る
農
産
物
へ
の
被

害
発
生
の
傾
向
、
地
理
的
な
分
布
を
分

析
し
た
（
参
考
文
献
⑤
）。
同
論
文
の

推
計
結
果
に
よ
れ
ば
干
ば
つ
に
よ
る
農

業
被
害
の
発
生
率
は
乾
燥
地
域
の
河

北
、
陝
西
、
内
蒙
古
、
甘
粛
お
よ
び
山

西
省
の
五
省
（
区
）
で
最
も
高
く
、
特

に
深
刻
な
干
ば
つ
の
発
生
は
こ
れ
ら
の

地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地

域
は
黄
土
高
原
の
分
布
と
ぴ
っ
た
り
と

重
な
っ
て
お
り
、
乾
燥
地
域
に
お
け
る

環
境
破
壊
の
進
行
を
示
唆
し
て
い
る
。

同
論
文
は
有
効
灌
漑
率
の
高
い
地
域
ほ

ど
干
ば
つ
に
対
す
る
耐
性
が
高
い
こ
と

も
示
唆
し
て
お
り
、
適
切
な
灌
漑
シ
ス

テ
ム
の
整
備
は
農
業
収
入
に
依
存
し
が

ち
な
貧
困
地
域
の
住
民
の
収
入
リ
ス
ク

の
軽
減
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
で
は
西
北
有
数
の
灌
漑
農
業
地

域
で
あ
る
陝
西
省
関
中
平
原
と
、
最
貧

困
地
域
の
甘
粛
省
白
銀
市
の
村
の
事
例

か
ら
、
人
々
の
生
活
と
厳
し
い
環
境
へ

の
対
応
を
み
て
い
き
た
い
。

●�

関
中
平
原
の
村
―
陝
西
省
渭
南

市
富
平
県
―

　

黄
土
高
原
南
端
と
黄
河
支
流
の
渭
河

沿
い
の
平
野
を
含
む
関
中
平
原
は
、
古

黒竜江省

吉林省

遼寧省
内蒙古自治区

北京市
天津市

大同

河
北
省

山
西
省

黄河

陝
西
省
渭南

西安

河南省

寧
夏
回
族
自
治
区蘭州

白銀

甘粛省
新疆ウイグル自治区

青海省

西蔵自治区

四川省
重
慶
市

湖北省

山東省
江
蘇
省

上
海
市浙

江
省

安
徽
省

福
建
省

長江
江
西
省

広東省

海南省

湖南省
貴州省

雲南省 広西壮族
自治区

（出所）�認定 NPO法人緑の地球ネットワークウェブサイト（http://homepage3.nifty.com/gentree/koudo.html）
を元に筆者作成。

図 1　黄土高原の分布

写真 1　黄土高原の地形
（右）鋭く大地を抉る侵食谷と残された「梁」（山西省中陽県、2009 年 9 月筆者撮影）
（左）延々と連なる「峁」（甘粛省会寧県、2012 年 9 月筆者撮影）

黄土高原の村々における水資源問題  
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来
中
国
の
政
治
、
経
済
の
中
心
と
し
て

繁
栄
し
て
き
た
。
古
く
は
「
史
記
」
に

も
豊
か
な
農
業
生
産
力
を
持
つ
渭
水
盆

地
を
擁
し
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展

す
る
豊
か
な
土
地
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
隋
、
唐
代
に
は
長
安
に
都
が
置

か
れ
、
世
界
有
数
の
大
都
市
へ
と
発
展

し
た
。
関
中
平
原
は
そ
も
そ
も
乾
燥
し

た
生
産
性
の
低
い
土
地
で
あ
る
が
、
莫

大
な
人
口
を
養
う
た
め
に
大
規
模
な
水

利
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
灌
漑
農
業
が
発
達

し
た
。
そ
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
の
が

秦
代
の
鄭
国
渠
で
あ
り
、
そ
の
後
建
設

さ
れ
た
泾
恵
渠
や
洛
恵
渠
に
よ
り
農
業

生
産
性
は
著
し
く
高
め
ら
れ
た
。
主
要

な
農
産
物
は
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

綿
花
で
あ
る
。
従
来
は
冬
小
麦
の
一
年

一
作
で
あ
っ
た
が
、
灌
漑
や
農
業
技
術

の
向
上
に
よ
り
一
九
五
〇
年
代
以
降
は

冬
小
麦
二
回
と
ソ
バ
、
ア
ワ
、
マ
メ
類

の
二
年
三
作
、
八
〇
年
代
に
は
冬
小
麦

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
一
年
二
作
が
普
及

し
た
（
参
考
文
献
⑥
）。

　

現
国
家
主
席
の
習
近
平
の
故
郷
と
し

て
知
ら
れ
る
富
平
県
は
省
都
西
安
の
北

方
に
位
置
す
る
。
一
人
当
た
り
水
資
源

量
は
全
国
平
均
の
一
二
分
の
一
に
あ
た

る
一
七
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
降
水

が
夏
か
ら
秋
に
集
中
す
る
た
め
洪
水
も

頻
繁
に
発
生
す
る
。
用
水
量
の
う
ち
八

割
を
農
業
が
占
め
て
お
り
、
工
業
化
、

都
市
化
の
た
め
農
業
節
水
が
政
策
的
に

推
進
さ
れ
て
い
る
。
県
内
の
河
川
は
水

量
の
季
節
変
動
が
大
き
い
た
め
灌
漑
水

源
と
し
て
は
利
用
で
き
ず
、
県
外
の
四

つ
の
灌
漑
区
か
ら
水
を
融
通
し
、
地
下

水
で
補
給
し
て
い
る
。

　

中
国
の
農
業
水
利
施
設
は
人
民
公
社

時
代
に
急
ピ
ッ
チ
で
建
設
が
進
め
ら
れ

た
が
、
八
〇
年
代
以
降
施
設
の
老
朽
化

が
全
国
で
問
題
化
し
た
。
管
理
体
制
の

未
整
備
、
末
端
幹
部
に
よ
る
汚
職
な
ど

に
よ
り
停
滞
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代

以
降
、
水
利
費
の
徴
収
と
末
端
管
理
の

適
正
化
の
た
め
大
型
灌
漑
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
中
心
に
農
民
組
織
「
農
民
用
水
者

協
会
」
の
設
立
が
推
奨
さ
れ
た
。
さ
ら

に
二
〇
一
一
年
中
央
一
号
文
件
で
は
食

料
安
全
保
障
と
農
村
水
利
建
設
が
重
点

課
題
と
な
る
な
ど
、
水
利
イ
ン
フ
ラ
へ

の
政
府
投
資
が
増
加
し
て
い
る
。

　

富
平
県
で
二
〇
〇
八
年
に
設
立
さ
れ

た
談
村
鎮
用
水
者
協
会
は
、
受
益
面
積

一
万
ム
ー
、
受
益
者
は
四
行
政
村
の
七

〇
〇
戸
に
及
ぶ
。
五
年
毎
の
選
挙
で
選

出
さ
れ
る
協
会
の
幹
部
と
各
自
然
村
の

代
表
者
一
名
が
年
二
回
以
上
大
会
を
開

催
し
、
配
水
、
水
利
費
徴
収
方
法
等
に

関
す
る
意
思
決
定
を
行
う
。
主
な
任
務

は
受
益
者
か
ら
の
水
利
費
の
徴
収
と
管

理
、
灌
漑
区
管
理
局
へ
の
支
払
い
で
あ

る
。
水
路
の
維
持
管
理
は
補
助
金
で
行

う
。
渇
水
時
は
ま
ず
地
下
水
で
対
応
す

る
が
、
よ
り
切
迫
し
た
場
合
は
伝
統
的

な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
灌
漑
で
村
ご
と
に

順
番
に
灌
漑
す
る
。
協
会
は
比
較
的
早

く
気
象
情
報
が
入
手
で
き
る
の
で
、
同

一
灌
漑
区
内
で
も
先
に
灌
漑
を
行
う
な

ど
の
対
策
を
取
る
こ
と
も
あ
る
。

　

灌
漑
用
水
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
地

域
の
例
と
し
て
、
県
内
で
も
標
高
の
高

い
曹
村
鎮
の
村
を
訪
問
し
た
。
年
間
降

水
量
は
わ
ず
か
一
〇
〇
ミ
リ
で
井
戸
も

な
く
、
水
シ
ュ
イ

窖ジ
ャ
オと

呼
ば
れ
る
貯
水
槽
に
貯

平均20
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（千ヘクタール、万人、万頭）

絶収面積（千ヘクタール）
飲用水の不足する人口（万人）

農産物被災面積（千ヘクタール）
飲用水の不足する家畜頭数（万頭）

農産物受災面積（千ヘクタール）
糧食の損害（億キロ、右軸）

（出所）参考文献④より筆者作成。
（注）1）「農産物受災面積」とは降水量や河川流水量の減少により干ばつが発生している地域のなかで、例年の収量より 1割以上収量が減少した農地

面積。同じ土地で同一年内に複数回被災した場合も 1回と数える。「農産物被災面積」と「絶収面積」とは、干ばつが原因で平常年よりそ
れぞれ 3割以上、8割以上収量が減少した面積。「絶収面積」は 1989 年以降公表されている。

　　2）「飲用水の不足する人口」、「飲用水の不足する家畜頭数」とは、干ばつが原因で一時的に人と家畜の飲用水が不足していることで、慢性的な
飲用水不足は含めない。大家畜は羊を原単位として換算する。

　　3）「糧食」は中国独自の主食概念で、3大穀物にマメ類、イモ類を加えたもの。

図 2　中国における干ばつの発生と被害状況
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め
た
雨
水
に
依
存
し
て
い
る
。
政
府
の

補
助
事
業
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
水

窖
が
各
家
庭
に
普
及
し
て
い
る
が
、
容

量
は
五
〇
ト
ン
程
度
で
半
年
し
か
も
た

な
い
。
自
宅
で
濾
過
、
消
毒
し
、
生
活

用
水
、
飲
用
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る

（
写
真
2
）。
水
が
不
足
す
る
と
四
キ
ロ

離
れ
た
山
の
下
の
井
戸
所
有
者
か
ら
購

入
す
る
が
、
水
費
が
一
ト
ン
当
た
り
二

〜
三
元
で
あ
る
の
に
対
し
運
送
費
が
一

八
元
ほ
ど
か
か
り
、
さ
ら
に
馴
染
み
で

な
け
れ
ば
売
り
惜
し
み
も
多
い
と
い

う
。
退
耕
還
林
政
策
で
農
地
は
全
て

失
っ
た
が
、
補
助
金
の
ほ
か
柿
、
山
椒

の
栽
培
に
よ
り
収
入
は
増
加
し
た
。
干

し
柿
を
製
造
し
韓
国
、
日
本
向
け
に
輸

出
し
て
い
る
。

●�

山
の
上
の
村
―
甘
粛
省
白
銀
市

会
寧
県
―

　

黄
土
高
原
の
農
村
を
描
い
た
文
芸
作

品
は
多
い
。
例
え
ば
朱
暁
平
の
小
説

「
桑
樹
坪
紀
事
（
邦
題
：
縛
ら
れ
た

村
）」
は
文
革
時
代
の
下
放
青
年
の
目

を
通
し
て
貧
困
、
前
近
代
的
な
習
俗
や

迷
信
に
縛
ら
れ
て
生
き
る
最
下
層
の

人
々
を
描
い
て
お
り
、
封
建
社
会
に
お

け
る
売
買
婚
や
そ
れ
を
苦
に
し
た
女
性

の
自
殺
な
ど
の
悲
惨
な
物
語
も
登
場
す

る
。
一
九
九
〇
年
代
の
映
画
「
洗
澡

（
邦
題
：
こ
こ
ろ
の
湯
）」
で
は
、
北
京

で
銭
湯
を
営
む
陝
北
（
陝
西
省
北
部
）

出
身
の
父
親
が
息
子
に
、
母
親
は
同
量

の
穀
物
と
交
換
し
て
手
に
入
れ
た
桶
一

杯
の
水
で
結
婚
前
夜
に
入
浴
し
て
体
を

清
め
、
自
分
の
元
へ
嫁
い
で
き
た
と
語

る
。
当
時
陝
北
で
は
水
不
足
の
た
め

人
々
は
一
生
の
う
ち
誕
生
、
嫁
入
り
、

葬
儀
の
三
回
し
か
入
浴
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

私
が
こ
れ
ま
で
訪
問
し
た
場
所
で
こ

の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
近
か
っ
た
の
が
、

甘
粛
省
白
銀
市
会
寧
県
の
村
々
で
あ

る
。
同
県
は
国
家
級
貧
困
県
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
一
人
当
た
り
年
間
純
収
入

は
一
五
〇
〇
元
（
日
本
円
で
約
二
万
二

五
〇
〇
円
）
に
満
た
な
い
。
黄
河
の
ほ

と
り
に
発
展
し
た
甘
粛
省
都
の
蘭
州
市

を
出
発
し
白
銀
市
に
向
か
う
と
、
ま
ず

目
に
入
る
の
が
ラ
ク
ダ
の
コ
ブ
の
よ
う

に
延
々
と
続
く
白
茶
け
た
黄
土
の
丘
陵

（
峁
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
山
々
の
表

面
に
は
草
以
外
何
も
生
え
ず
、
滑
ら
か

な
山
肌
と
晴
れ
渡
っ
た
青
空
が
き
れ
い

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
し
て
い
る
。
県

の
平
均
海
抜
は
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で

大
部
分
が
丘
陵
地
で
あ
り
、
年
間
降
水

量
は
三
〇
〇
ミ
リ
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

地
元
村
民
は
、
川
沿
い
の
ご
く
限
ら
れ

た
平
地
で
の
農
業
、
羊
な
ど
の
放
牧
と

出
稼
ぎ
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
を
流
れ
る
河
川
水
は
ア
ル

カ
リ
分
が
多
く
飲
用
に
適
さ
ず
、
厚
い

黄
土
層
の
た
め
井
戸
も
掘
れ
ず
、
希
少

な
雨
水
を
農
業
や
生
活
用
水
と
し
て
い

る
。
近
年
政
府
の
上
水
道
整
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
河
川
水
を
浄
化
し
周

辺
の
村
々
へ
供
給
し
て
い
る
が
、
川
か

ら
離
れ
た
台
地
上
の
村
で
は
雨
水
が
重

要
な
水
源
で
あ
る
。
政
府
の
補
助
事
業

に
よ
り
、
雨
水
を
集
水
す
る
た
め
周
辺

の
地
面
や
道
路
と
貯
水
槽
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
化
し
、
安
定
的
に
水
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
生
活

用
水
は
貴
重
で
あ
り
、
現
在
も
住
民
に

入
浴
の
習
慣
は
な
く
水
で
濡
ら
し
た
布

で
体
を
拭
く
だ
け
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

日
も
暮
れ
た
こ
ろ
、
標
高
の
高
い
村

に
あ
る
村
民
宅
を
訪
問
し
た
（
写
真

3
）。
七
〇
代
の
女
性
が
お
り
、
彼
女

の
部
屋
に
通
さ
れ
若
い
頃
の
経
験
を
聞

く
貴
重
な
機
会
を
得
た
。
ち
ょ
う
ど
停

電
だ
っ
た
た
め
、
蝋
燭
の
明
か
り
に
照

ら
し
出
さ
れ
る
年
代
物
の
オ
ン
ド
ル
や

彼
女
の
中
国
式
の
綿
入
れ
な
ど
の
イ

メ
ー
ジ
と
相
ま
っ
て
ま
る
で
五
〇
年
前

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な

錯
覚
を
覚
え
た
。
彼
女
の
言
葉
は
標
準

中
国
語
と
大
幅
に
異
な
る
方
言
で
あ
る

た
め
、
同
行
し
て
い
た
現
地
出
身
者
が

標
準
語
に
通
訳
し
て
く
れ
た
。

　

彼
女
は
こ
の
近
く
の
（
同
様
に
貧
し

い
）
村
出
身
で
、
結
婚
後
五
人
の
男
の

子
と
三
人
の
女
の
子
を
産
ん
だ
。
息
子

の
数
に
つ
い
て
彼
女
は
即
答
し
た
が
、

娘
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
考
え
な
い
と

正
確
な
人
数
が
思
い
出
せ
な
い
様
子
で

あ
っ
た
。
慢
性
的
な
水
不
足
に
加
え
、

一
九
五
〇
年
代
前
半
ま
で
は
毎
年
の
よ

う
に
深
刻
な
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
た
。
雨

が
降
れ
ば
地
面
や
岩
の
く
ぼ
み
に
溜

ま
っ
た
雨
水
に
人
々
が
殺
到
し
奪
い
合

い
、
そ
れ
で
も
足
り
な
け
れ
ば
河
ま
で

降
り
て
苦
い
水
を
汲
み
、
家
畜
と
飲
み

水
を
分
け
合
っ
た
。
旱
魃
の
年
は
飢
え

に
苦
し
み
、
野
草
な
ど
食
べ
ら
れ
る
も

の
は
全
て
口
に
入
れ
た
。
大
鍋
に
沸
か

し
た
湯
に
茶
碗
一
杯
分
の
穀
物
を
入
れ

て
薄
い
粥
を
作
り
、
一
家
で
飢
え
を
し

の
い
だ
こ
と
も
あ
る
。
い
よ
い
よ
困
窮

す
る
と
一
家
は
乳
飲
み
子
も
連
れ
て
村

を
離
れ
、
遠
く
天
水
ま
で
歩
い
て
い
き

物
乞
い
を
し
た
。
数
カ
月
後
村
に
雨
が

降
っ
た
と
い
う
噂
を
聞
き
つ
け
る
と
再

び
村
に
戻
り
、
畑
を
耕
す
。
こ
れ
が
せ

写真2　�雨水を使った台所（陝西省咸陽
市富平県、2012年 8月筆者撮影）

黄土高原の村々における水資源問題  
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い
ぜ
い
半
世
紀
前
の
話
だ
と
い
う
の
が

信
じ
難
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
が
改
善
さ
れ
た
の

は
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
マ
メ
類
な

ど
の
抗
乾
燥
作
物
が
普
及
し
灌
漑
建
設

事
業
が
行
わ
れ
た
後
で
あ
っ
た
と
い
う

（
歴
史
的
な
大
飢
饉
が
発
生
し
た
大
躍

進
期
を
除
く
）。
西
北
地
域
は
歴
史
的

経
緯
か
ら
毛
沢
東
へ
の
支
持
が
強
い

が
、
こ
の
女
性
に
と
っ
て
飢
餓
か
ら
民

を
救
っ
た
指
導
者
の
存
在
は
神
に
等
し

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
白
銀
市
で
訪
ね
た

別
の
村
で
は
紅
軍
行
軍
の
史
跡
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
村
の
幹
部
は
共
産
党

の
歴
史
教
育
や
史
蹟
に
よ
る
観
光
産
業

の
振
興
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

会
寧
は
人
口
五
十
数
万
人
の
小
さ
な

県
で
あ
る
が
、
毎
年
大
学
の
統
一
試
験

で
成
績
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
清
華

大
学
や
北
京
大
学
な
ど
名
門
大
学
の
卒

業
生
を
多
く
輩
出
す
る
教
育
熱
心
な
県

で
あ
る
。
科
挙
に
例
え
て
「
状
元
県
」

と
し
て
全
国
に
名
が
知
ら
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
⑦
）。
こ
の
家
の
孫
た
ち
も

中
学
と
高
校
へ
進
学
す
る
た
め
、
家
を

離
れ
学
校
の
寮
に
入
っ
て
い
る
。
孫
た

ち
は
祖
母
の
若
い
こ
ろ
の
苦
労
話
を
聞

く
の
を
敬
遠
す
る
と
い
う
。
改
革
解
放

後
の
希
望
に
満
ち
た
中
国
し
か
知
ら
な

い
孫
た
ち
に
と
っ
て
、
祖
母
の
話
は
あ

ま
り
に
悲
惨
す
ぎ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
教
育
と
い
う
切
符
を
手
に
貧
し
い

村
を
離
れ
て
新
し
い
世
界
へ
旅
立
っ
て

い
く
孫
た
ち
は
、
一
家
に
と
っ
て
ま
さ

に
希
望
の
灯
な
の
だ
ろ
う
。
話
が
終

わ
っ
て
外
に
出
る
と
、
停
電
の
村
の
上

空
に
満
天
の
星
が
瞬
い
て
い
た
。
こ
の

女
性
と
記
念
写
真
を
撮
り
た
い
と
申
し

出
た
が
、
彼
女
は
写
真
を
撮
ら
れ
る
と

寿
命
が
縮
む
と
信
じ
て
い
る
と
の
こ
と

で
残
念
な
が
ら
実
現
し
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
黄
土
高
原
に
お
け
る
二
地
域

に
お
け
る
厳
し
い
水
資
源
不
足
と
貧
困

に
対
す
る
人
々
の
対
応
は
、
以
下
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
関
中
平
原

の
灌
漑
農
業
地
域
に
お
い
て
は
、
農
業

節
水
と
い
う
政
策
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
も
と
水
利
組
織
の
設
立
に
よ
り
安
定

的
な
灌
漑
シ
ス
テ
ム
の
維
持
と
情
報
共

有
に
よ
る
渇
水
リ
ス
ク
の
管
理
を
行
っ

て
い
る
。
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
地

域
で
は
伝
統
的
な
雨
水
利
用
技
術
と
そ

れ
へ
の
政
策
的
支
援
も
あ
る
が
、
補
給

用
地
下
水
市
場
は
未
発
達
で
住
民
の
立

場
は
弱
い
。
住
民
は
新
し
い
作
物
の
導

入
に
よ
り
収
入
を
伸
ば
し
て
い
る
が
、

販
路
の
確
保
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ

う
。
一
方
最
貧
困
地
域
の
白
銀
市
で

は
、
数
十
年
前
ま
で
は
頻
発
す
る
干
ば

つ
や
飢
餓
に
対
し
短
期
的
に
は
流
民
化

に
よ
る
移
動
、
長
期
的
に
は
国
に
よ
る

灌
漑
事
業
や
農
業
技
術
の
導
入
と
い
う

手
段
に
よ
っ
て
対
応
し
た
。
現
在
も
産

業
発
展
は
制
約
さ
れ
、
政
府
補
助
に
依

存
し
貧
困
か
ら
の
脱
却
は
困
難
に
み
え

る
。
し
か
し
、
教
育
に
よ
る
次
世
代
へ

の
投
資
が
長
期
的
に
は
豊
か
さ
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
や
ま
だ　

な
な
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー　

環
境
・
資
源

研
究
グ
ル
ー
プ
）
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写真 3　台地の上の村（甘粛省白銀市会寧）
（上・中）村の住宅（下）水窖（2012 年 9
月筆者撮影）
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